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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はDNAポリメラーゼをコードします。DNAポリメラーゼは、DNAテンプレートを標的としたDNA鎖3'末端の伸長を触媒します。このポリメラーゼはXファミリーのDNAポリメラーゼに属し、非相同末端結合やその他のDNA修復プロセスにおいて役割を果たしていると考えられます。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2010年3月]、触媒活性：デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1)、補因子：マンガン、機能：修復ポリメラーゼ。塩基除去修復（BER）に関与し、DNAの脱塩基（AP）部位を生じる損傷の修復を担います。DNAポリメラーゼ活性と末端転移酵素活性の両方を有します。 5'-デオキシリボース-5-リン酸リアーゼ（dRPリアーゼ）活性を有する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：DNAポリメラーゼXファミリーに属する。,類似性：1つのBRCTドメインを含む。,サブユニット：PCNAに結合する。,組織特異性：多くの組織で発現する。精巣に豊富に分布する。,
	研究分野
	塩基除去修復;非相同末端結合;
	画像データ
	

	DNAポリメラーゼλ抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DNA pol λ ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

